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ある。乳癌の大きさ別診断率は T217/21，90%，T3 7/8， 
が最もよく，組織型J31JではT2と50%/2，Tl 1，87.5%
乳頭践管癌 5九硬癌 3fg，粘液癌 2/2といずれも100%で
以下髄諜腺管癌 13/叫 72.2%，小葉癌 2/3，66.7%であ
る。誤診例について議床所見と比較したが超音波診断に
も眼界がある。 
50. バリウム麗膜炎をおこした胃悪性ソンパ腫の 1例
浜野頼i窪，日滞利明，原田康行
丸尾亜耗沙，小渋智哉
〈船議中央〉 
68歳の女性。主訴は腹部鞍痛。昭和 55年 1月 20日突
然，腹部議痛あり。近臣入読，胃X線検査で胃穿孔の診
断。当院入院後，緊急手術。腹腔内 Ba多量に貯蜜付着
し，胃言íJ~芸部前壁に 0.3XO.3cm 大の穿孔部。胃努|徐街 
(BI)兼ドレナージ施行切除標本で胃癌， 病理検査で悪
性リンパ腫と診断。 2月23日退院。 5月20日再発死亡。 
51.緊急手術をおこなった化膿性距のう炎 6倒の経験
野村一，大久保恵乱平野和哉
斉藤登喜男 (県立東金〉
我々は，胆五症による胆のう炎を疑わしめる 6傍〈男 
4例， 女 2例， 平均年齢 63議)を経験したので報告す
る。 2伊ilは， defence musclaireのため開襲，壊痘性胆
嚢炎穿孔による右上腹部の腹摸炎であった(1倒は胆の
う癌) 2例は意識混濁， Shockにて開腹，緊満せる胆0 
嚢蓄膿， 1例は壊痘性程嚢炎を周囲臓器が包みこむ膿蕩
であった。 2例は，右摸隔膜下膿蕩及膿胸iこて開襲，胆
のう底部の穿孔による横隔膜下膿療であった。癌症摂j以
外，全伊j治癒す。 
52. 消化器内視鏡治壌におけるこ，三の工夫
蜂巣忠，榎本和夫，柏原英彦
横山健部 (国立佐倉〉
冨立佐倉病院において昭和50年4月以降に蒐行した消
化器内視鏡治療症例は89例であり，その内訳註異物除去 
6部，消化管止血27例，吻合部狭寝坊開 3伊ij，ポリープ
切鈴39例，および乳頭窃開14例である。消北器止血はも
っぱらトロンゼン， フィブリノーゲン法を施行してお
札高周波止血より良好な結果を得ている。又乳頭場開
症例に対しては我々が考案したパぜロトミーナイフを使
用したが， 耐久性操作性の点で既存の Push Type， 
Pull Typeよりすぐれていた。 
53. (取り消し) 
54.慢性透析患者の結核
鳴田俊垣，入江康文(千葉社会保険)
小高通夫， 平沢博之， 小林弘志 
ID畑揚一郎， 添E耕司， 菅井桂雄
林春幸，大竹喜誰 〈千大〉 
1971年 7丹から1980年11月までの 9年 4カ月間に当龍
で1カ月以上の慢性透析疲法を施行した 306鰐中 7併に
透析開始後結核の発症(疑いを含む〉を見た。主な症状
は発熱で，典型的な賄所克を呈したものはなく， 2亨tlに
肝腫大が見られた。尿に結核菌を証明した 1例及び典型
的な頚部リンパ節結核の臨床所見を示した 1例以外は不
明熱に対し抗結核飛が有効であったことを診断の根誕と
した。 7例共症状の改善が見ちれ死亡例はなかった。 
55.可移植性黒色躍の車清擦法に関する実験的研究
中野喜久男，壕原期幸， s寺田尚志
藤村真示 (果がんセンター) 
C57 BL/6に B16 Melanomaを移植し，異種抗血溝
(ウサギ)，正常ウサギ血滑， chloram-bucil等の夫々の
効果を観察した。組織学的には異彊抗血清は撞蕩巣の裂
際から変性壊死をおこすようである。延命効果は non 
treatmentの移植後平均生存日数 29.7S ~こ対し， 異種
抗血溝35.2日，正常ウサギ血請34.6日， chloram bucil 
26.7日であった。 
56. j書化管悪性リンパ撞症例の換討
小林健次，谷口恒郎
〈谷口病院)
沼化管原発の悪性リンパ彊，胃 7例，小腸3伊iを報告
した。これは当院の消化管悪性腸蕩2542例の 0.4%に島
たる。全例とも病巣切除を施行した。胃全尉で 6年小腸
切除で4年の現在生存倒が各 1吾tlあるが，飽は短時日 iこ
て死亡している。小揚の 1例は腫重積を持なっていた。
病巣の肉眼形態は腫癌型4剖，議蕩型3侭， 浸潤型 1
倒，準合型2耕iであ!)，組織型では， ヲンパ肉鐘5例，
細網肉腫41珂，ホヂキン病 1倒と， リンパ肉腫が多くみ
られた。
